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クラシックファンのためのコンサート
大阪倶楽部 ４階 ホール 午後７時開演2022年 4 月 14日(木)
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〈ご来場者のアンケートより〉
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ピアノリサイタル

〈プログラム〉

リスト
コンソレーション 第3番 S. 172/3

J.S.バッハのカンタータ
「泣き、嘆き、悩み、おののき」と
ロ短調ミサ曲の「十字架につけられ」の
通奏低音による変奏曲 S. 180

シューマン
幻想曲 ハ長調 作品17

第230回は宮本聖子氏をお迎えし、リストとシューマンの作品によるピアノリサイタルを行いまし
た。プログラムは、心に染み入る優しく美しい「コンソレーション」に始まり、辛いことも苦しいことも
乗り越えていこうというリストからのメッセージを感じるという「バッハのカンタータ～による変奏曲」、
そしてベートーヴェンへの敬意とクララへの愛に溢れたシューマンの「幻想曲」でした。「コロナや
戦争という大変な世の中が少しずつでも再生していくことを願い演奏します」と話されましたが、
それぞれの曲に込められた慰め、癒やし、愛などの想いは聴衆の心に響き、繊細、且つダイナミッ
クで表情豊かな演奏に感銘を受けたひとときでした。

・迫力あるリスト曲、力強さに恐ろしさを感じる程。解説を聞いたあと、シューマン
の幻想曲を聴くとその世界にどんどん入り込み、ロマン、人間の真の愛の姿を
感じる錯覚を〜。感動をありがとうございました。

・とにかく、ピアノの音が美しいのと、曲毎に物語が感じられて癒しのひと時にな
りました。大曲２つには構成がしっかりとあり、ゆっくり落ち着いて聴くことができま
した。

・大曲を聴かせていただいて、作曲家の偉大さを改めて感じました。
情熱的な演奏でパワーをいただき、音楽、芸術は素晴らしいと思いました。

・シューマンの幻想曲は何度も聴いているが、リストは初めてでした。
素晴らしい選曲と演奏に感謝します。
シューマンも華やかで明るく素晴らしかったです。春の歌もよかったです。


